
17「もち絹香」における基肥と追肥を組み合わせた栽培技術

「もち絹香」は、基肥を控えめにし、春先のほ場の生育を確認して追肥の有無や量を
決めることで安定した収量と品質を確保できます。

【研究内容・成果】【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
農業総合研究センター 麦類研究室・028-665-7087

・「もち絹香」は、近年県内で生産が広
がっており、安定した収量・品質が求
められています。

・そこで、ほ場の生育に合わせて追肥の
時期や量を判断しやすいマニュアルを
作成しました。

・安定した収量を確保するためには、基
肥と２月追肥を組み合わせた施肥を基
本とし、３月追肥はほ場の生育を見な
がら判断します。

・生育に合わせて追肥を調整することで
安定した収量と品質につながります。

研究課題名：「もち絹香」の安定多収栽培技術

図 総窒素施用量及び施肥体系の違いによる穂数及び整粒重の変化

・基肥のみよりも、２月追肥と３月追肥を組み
合わせることで、穂数や収量が増加します。

・詳しくは、「もち絹香」安定多収栽培マニュ
アルをご覧ください。

もち絹香安定多収栽培マニュアル
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https://www.agrinet.pref.tochigi.lg.jp/nousi/singijutu/singi22.pdf
https://www.agrinet.pref.tochigi.lg.jp/nousi/singijutu/singi22.pdf
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